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第４章 市民とのコミュニケーションに着目した公共施設ＦＭの先行事例 

１ 市民とのコミュニケーションに着目した公共施設ＦＭにおける先行自治体に対するヒアリング

調査 

ワークショップを中心として、市民とのコミュニケーションに関する幅広い取組を行いながら公共

施設ＦＭ等を推進している先行自治体（鎌倉市、多摩市）に対してヒアリング調査を実施した。 

これらの自治体における公共施設ＦＭ等の取組の経緯や概要について、特に市民とのコミュニケー

ションの位置付けや内容、効果・課題等を中心に整理する。 

 
【現地視察調査先とポイント】 

 
１．鎌倉市（神奈川県） 平成 27年 10月 19日（月） 

 ポイント 

 ・白書、マンガ版パンフレット、シンポジウム、市民アンケート、利用者アンケート、Web

アンケート、市民ワークショップなど、様々なコミュニケーション手法を組み合わせて

実施している。 

 ・計画の策定段階に、ワークショップを 2回（各回 2日間）開催している。 

 ・「公共施設再編シミュレーションゲーム」を導入し、実際のエリアを想定したワークショ

ップを実施している。 

 ・無作為抽出により、参加者を選出している。 

 

２．多摩市（東京都）  平成 27年 11月 13日（金） 

 ポイント 

 ・白書、政策情報誌の全戸配布、シンポジウム、市民アンケート、テーマ別討論会、市民

ワークショップなど、様々なコミュニケーション手法を組み合わせて実施している。 

 ・市民説明会を繰り返し、丁寧に実施している。 

 ・公共施設ＦＭ等の主要な対象施設となる学校を取り上げ、廃校後の学校跡地施設の活用

を題材としたワークショップを実施している。 

 ・企業パートナーとの連携によるスポーツ・健康づくりの場、防災避難所として活用に向

けた具体的な取組につながっている。 
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鎌倉市（神奈川県） 

～実際のモデルを想定したシミュレーション・ゲームの活用～ 

 

(1)市の概要 

 第３章 P.79参照 

 

(2)公共施設ＦＭ等の取組状況 

 第３章 P.79参照 

 

(3)鎌倉市公共施設再編計画市民ワークショップの概要 

 第３章 P.80～83参照 

 

(4)調査の概要 

■日時 平成 27年 10月 19日（月）10：30～12：00 

■場所 鎌倉市役所（鎌倉市御成町 18番 10号） 

■先方 

 

鎌倉市 経営企画部経営企画課公共施設再編推進担当 鈴木康之様、石塚智

一様、坪田慎介様 

■当方 

 

秩父市ＦＭ推進課 島田典彦、栁原匡宏、地方自治研究機構 下島正幹、谷

口仁美、三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング 西尾真治、渡邊倫 

■調査項目 ・市民ワークショップの概要について 

・市民ワークショップの運営方法について 

・運営体制について 

・実施コストについて 

・鎌倉市としての今後の課題について 

・その他のコミュニケーション手法の取組について 

・その他公共施設ＦＭ等全般について 

 

 (5)質疑応答 

①ワークショップの運営方法 

  a)参加者の選出 

参加者の選出方法について、平成 25 年度は無作為抽出、平成 26 年度は無作為抽出に加えて公

募も実施した。平成 26年度実施分については、無作為抽出による参加者より公募による参加者の
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方が多かったが、行政としては公募では施設に対する思い入れや意見を持つ方が集まりやすいた

め、無作為抽出による参加者がより多く参加してくれることを希望していた。 

無作為抽出による参加者が少なかった理由は、開催日が二週連続となる土曜日の２日間であっ

たことに加え、６月というイベントが多い時期であったことが考えられる。 

参加者の属性について、まず地域別では、地域ごとに公募や無作為抽出を行っているが、実際

には地域ごとに参加人数の差異はあった。そのため、中には自分の居住地域とは異なるテーブル

に参加してもらう場合もあった。また、年齢については、60代以上が過半数を超えており、参加

者の世代ごとの差異があった。 

平成 26年度実施分では、1,000人の市民を無作為に抽出し参加案内を送付したが、実際に参加

したのは 13名程度であった。鎌倉市では、シンポジウムや市長による地域説明会を実施してきた

が、市民への周知がいきわたっていないのが現状である。やはり、普段の生活の中で公共施設を

利用している市民は限定的であり、また公共施設マネジメントについて当事者意識を持って議論

することは難しい。基本的には「総論賛成、各論反対」であるのが現状である。今後は、利用者

以外の市民の当事者意識をいかに高めるかが課題である。 

学生が参加することで多様な意見・アイディアが議論の俎上に挙がるというメリットがある。

若者など幅広い市民に参加してもらうのが理想であるが、無作為抽出を採用したとしても難しい。

何か具体的な問題を実感するまでは幅広い人の参加は難しいと考える。具体的な施設の再編計画

をテーマに設定すれば関心は高まる可能性がある。 

 
  b)ワークショップの開催時期・実施時間 

実施時間であるが、平成 25 年度実施分では２日間計５時間程度、平成 26 年度実施分について

は２日間計７時間程度であった。通常のワークショップよりは比較的長時間であるが、再編の必

要性に関して情報提供を行い、施設と機能を分けて考えることを理解してからシミュレーション

を開始するため、実際の議論の時間は短かったという感想も参加者からあった。 

 

  c)情報提供 

グループごとに市職員を配置し、シミュレーションを行う中で生じる参加者の疑問等について

その場で情報提供を行った。 

 
  d)再編シミュレーションについて 

テーマについては、架空の施設について議論するのではなく、実際の地域・施設を想定できる

ようにした。これによって公共施設マネジメントをより身近な問題として捉えることができ、ま

た具体的なイメージを持つことで議論が容易になった。具体的な地域や施設を想定することで、

議論が先鋭化することも考えられたが、相手の意見を否定しないといったグラウンドルールの設

定や、参加者への役割の割り当て、そして 20年後という時間軸の設定による未来志向の問いかけ

などの工夫をすることで、意見が収拾できないような事態は起こらなかった。 

シミュレーションの対象施設からは、インフラ施設やクリーンセンターなどの環境インフラ系

施設、公衆トイレなどは対象から外している。 
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事前に職員だけでシミュレーションを行った際には、公共施設の再編を考えるというよりも、

ゲームにおける得点の獲得に注力してしまうケースが見られた。 

  
  e)対話における工夫 

公共施設再編計画策定委員会に参加している大学教員のゼミに所属する学生に運営スタッフと

して各班に１名ずつ参加してもらった。 

参加者の年齢構成の偏りや、実際の地域を想定したシミュレーションのために、議論が先鋭化

する可能性があった。鎌倉市では、各参加者に役割（学生、独身会社員、子育て夫婦、夫婦、老

夫婦、単身高齢者）を割り当てることで、個人的な利害からは離れ、また他者の立場への理解が

促進された。一方で、議論が進むうちに、割り当てられた役割から外れ、自らの立場に立った意

見を言ってしまう参加者も見受けられた。 

 
  f)市職員の役割 

当日の市職員の役割は、（１）事務局と（２）テーブル内情報提供者の２つに大別できる。（２）

テーブル内情報提供者については、議論に参加し、議論の方向性を誘導しないよう質問があった

場合の情報提供に徹した。各班のファシリテーションについては、コンサルタントに委託した。 

事務局は公共施設再編推進担当が担い、テーブル内情報提供者については他課の職員が担当した。 

 
②ワークショップの運営体制 

ワークショップの様式を検討する上では、策定委員会やコンサルタントと協働した。一方で、

参加者の中にはコンサルタントに委託するのではなく、行政が責任を持って対応するべきという

意見もあった。 

 
③ワークショップの実施コスト 

ワークショップの実施コストについては、ワークショップ支援を含めた公共施設再編計画策定

業務の全般をコンサルタントに委託しており、その委託費は平成 25年度：800万円程度、平成 26

年度：1,000万円程度である。 

 

④その他の市民参加の取組 

パブリックコメントや市長による地域説明会、シンポジウムなどを実施している。特徴的な取

組としては、e モニター制度を設けており、公共施設再編計画策定に当たっては９名の公募モニ

ターに意見を伺った。 

 

 ⑤公共施設再編の推進体制 

公共建築物の点検・データ管理、耐震改修事業等を行うファシリティマネジメント担当を都市

整備部建築住宅課に設置した。今後は、経営企画課公共施設再編担当、管財課などと連携を強化

し、統括的に施設管理を担当する複合的な専門部署に統合していきたいとうい意向を持っている

が、現時点では具体的な動きはない。 
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なお、公共施設整備事業に先立ち、公共施設マネジメントの観点で検証する事前協議制度を設

けており、施設の担当所管課との問題意識の共有や意見交換を行っている。 
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多摩市（東京都） 

～見直し方針と行動プログラムの策定を軸に、ワークショップを開催しながら、 
スピーディかつ丁寧な取組の推進～ 

 

(1)市の概要 

 第３章 P.99参照 

 

(2)公共施設ＦＭ等の取組状況 

 第３章 P.99参照 

 

(3)公共施設ＦＭ等に関するワークショップの取組状況 

 第３章 P.100～102参照 

 

(4)調査の概要 

■日時 平成 27年 11月 13日（金）15：00～17：00 

■場所 多摩市役所（多摩市関戸 6丁目 12番地 1） 

■先方 

 

多摩市企画政策部行政管理課 資産活用担当課長 佐藤 稔様、資産活用係

藤永真理子様 

■当方 

 

秩父市ＦＭ推進課 新井幸男、栁原匡宏、地方自治研究機構 下島正幹、谷

口仁美、三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング 西尾真治 

 

 

・ワークショップ実施の経緯やきっかけ、実施体制等について 

・ワークショップの効果、課題等について 

・多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラムについて 

・庁内の調整方法及び市民への周知方法について 

・その他公共施設ＦＭ等全般について 

 

(5)質疑応答 

①ワークショップについて 

  a)ワークショップ開催の経緯・きっかけ 

平成 25 年 11 月に「公共施設の見直し方針と行動プログラム」を策定し、個別施設の今後の方

向性について市の考えを示した。 

その策定過程では、市民説明会やアンケート等の市民参画を行い、市民への説明や市民意見の

聴取を行ってきた。しかし、市民や利用者の中に誤解や不安があったことから、利用者を中心と
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して、廃止方針の撤廃等の議会への陳情や市長への要請が相次ぐ結果となった。 

しかしながら、公共施設の見直しは避けては通れない命題として、市としては、誤解や不安を

取り除き、取組を着実に進めていくために、さらに市民と対話を重ねていくこととし、その一環

としてワークショップを実施することとした。 

 
  b)ワークショップの実施体制 

ワークショップ自体は行政管理課が担当している。これまでも、様々な分野でワークショップ

を実施してきた実績があるため、運営にはある程度慣れている面がある。 

ただし、各回においてテーマを決めているため、そのテーマに沿って、各所管に市の現状や実

施している取組を説明してもらっている。 

 

  c)ワークショップの開催に当たり、留意したい点 

参加者の募集については、できるだけ幅広い市民に参加してもらうため、公募だけでなく、無

作為抽出した市民 600人に対しても参加を依頼した。無作為抽出で 30名程度の参加者を見込んで

いたため、これまでの無作為抽出の経験から、参加依頼したうち応諾してもらえる割合がおおむ

ね５％程度であることから、逆算して依頼数を 600 人とした。また、若い人がなかなか集まらな

いという課題があることも踏まえ、対象年齢は 16歳以上とした。 

ワークショップの進め方については、参加者同士の話し合いを深めるとともに、多角的な視点

から話し合いをしてもらうことを目的として、第三者の視点を入れることとした。第１回目に首

都大学東京の教授に基調講演をお願いするとともに、グループワークは同大学院助教及び大学院

生による進行・補助によって進めた。 

 
  d)ワークショップの実施コスト 

主に謝礼として 13万円ほど支出している他、消耗品などで経費がかかっているが、それ以外に

大きな支出は行っていない。 

  
  e)今後の課題 

平成 28年度に「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」の更新を予定しており、それ

にワークショップでの意見をどう活かしてくかが今後の課題である。 

 
②「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」について 

対象施設については、インフラを除く建築物 150 施設としている。なお、建築物でも小中学校

や屋外体育施設、公衆便所、駐車場等は対象外としている。 

インフラについては、各所管にて長寿命化計画等を策定し、維持管理を行っている。また、建

築物については、公共建築物保全計画にて、計画的な保全や更新を行っている。 

体制については、行動プログラムにおける位置付けを基に、公共施設を一元的にマネジメント

する組織として、行政管理課を設置している。行政管理、資産活用、建築保全及び設備保全を所

掌しており、事務職７名・技術職 16名で構成している（管理職を除く）。 
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個別施設のそれぞれの方向性の決定については、最終的には、理事者及び部長により組織され

た「行財政改革推進本部」（要綱設置）において、検討及び決定を行っている。その過程では、下

部組織として、企画系、総務系及び各部の代表による課長職で組織された「分科会」を設置し、

その中で各部内の情報共有及び調整を行い、骨子案まで作成した。その後、事務局が各課とヒア

リングや個別調整を行い、最終案を作成し、本部で議論・討論を重ね、行動プログラムとして決

定した。 

 
③市民への周知について 

平成 25年７月から８月にかけて、行動プログラムの骨子案の段階で、市内 12か所 13回、全て

市長を先頭に説明会を行い、議会に対しては全員協議会２回のほか、説明会も実施した。 

計画策定後は、市広報やホームページに計画の概要等を掲載するとともに、行動プログラムは

図書館に設置している。その他、市民からの要望があれば、随時出前説明会を実施している。 

今年度更に市民への周知を図る目的で、政策情報誌を作成し、全戸配布を行っている（Vol.1：

平成 27年８月、Vol.2：平成 28年３月に発行予定）。 
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２ ヒアリング調査結果の分析 

(1)ワークショップの位置付け 

いずれの事例も、ワークショップを単独で実施しているのではなく、白書の作成・公表、パンフ

レットの配布、シンポジウムの開催、市民アンケートの実施など、様々なコミュニケーション手法

と組み合わせて、ワークショップを実施している。双方向のコミュニケーションが円滑に行われ、

効果をあげるためには、まずは一方向型のコミュニケーション手法が充実し、基礎的な情報提供・

共有が行われていることが前提条件として必要となるといえる。その上で、一方向型のコミュニケ

ーション手法と双方向型のコミュニケーション手法が組み合わされることにより、両者の相乗効果

が発揮されることを期待することもできる。 

また、鎌倉市においては、まずは市で公共施設再編計画を策定した後に、その計画の浸透を図る

ことを目的としてワークショップが実施されている。多摩市においても、まずは市で公共施設の見

直し方針と行動プログラムを策定した後にワークショップが実施されている。いずれも、計画や方

針を策定後に、それらを市民に啓発・普及させることが主な目的となっている。ただし、多摩市で

は、策定した方針・行動プログラムに対して市民から反対の陳情・請願、要望活動などが起こった

ため、更新のタイミングに合わせて、ワークショップを活用し、より広く市民の意見を聴き、方針・

行動プログラムに対する合意形成を図る意図もあると考えられる。 

このように、方針や計画を策定した後に、それらを広く市民に知ってもらうことを目的としてワ

ークショップを位置付けることが考えられるが、方針や計画を策定した後に市民の反対の声などが

高まると、その調整コストは膨大なものとなる。そこで、方針や計画を策定する前の段階から、ワ

ークショップ等の双方向型のコミュニケーション手法を導入し、市民の意見を方針や計画に反映さ

せ、一定の理解・合意を形成しておくことが重要といえる。 

 

(2)ワークショップの参加者の募集方法 

いずれの事例も、無作為抽出により参加者を募集するとともに、並行して公募を行い、両者を組

み合わせて参加者を選定している。 

無作為抽出は、幅広い層の市民から意見を聴くのに有効な方法であり、一定の代表性を想定する

こともできることから、導入する事例が増えつつある。ただし、一般に、無作為抽出によって依頼

した人のうち、参加を承諾する人は数％程度といわれており、公共施設ＦＭのような専門的なテー

マになると、更に承諾する人の割合が下がることが想定される。鎌倉市の場合で 1.8～2.4％（平成

25 年度：1,500 人中 36 人、26 年度：1,000 人中 18 人）、多摩市の場合で 2.0％（600 人中 12 人）

にとどまっており、一定の参加者数を確保するためには、かなり大規模な募集を行う必要が生じる。

そこで、いずれの事例とも、公募を組み合わせることで、一定規模の参加者数を確保している。場

合によっては、地域の代表者や関連団体の代表者などを参加者に加えることで、当事者の意見が反

映されるようにすることも考えられる。 

なお、無作為抽出であっても、参加を承諾する人だけが対象となるため、若い人などは承諾しに

くいという点で、若干のバイアスがかかる懸念はある。実際に、若い人の参加は比較的少ないこと

が課題として指摘されている。例えば多摩市では、抽出する対象年齢の下限を、一般的な 18 歳以
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上から、16 歳以上に引き下げている。平成 27 年６月に公職選挙法等の一部が改正され、選挙年齢

が引き下げられたことも踏まえて、若年層も含めて抽出の対象とすることで、若い人の参加促進を

図ることも重要な視点といえる。 

 

(3)ワークショップの実施方法 

公共施設ＦＭ等という一般にはなじみの薄い難しいテーマであることから、いずれの事例も勉強

会や講演会を開催し、一定の知識を参加者の間で共有した上で、ワークショップに入る流れとして

いる。多摩市では、「地域に必要な機能・サービスについて考えよう」という共通テーマの下で、

毎回異なる個別テーマを設定している。ワークショップでは、その個別テーマについて、市役所の

担当者から現状や課題について説明を行った上で、グループワークを行っている。 

また、難しいテーマをできるだけ身近に感じてもらい、関心を持ってもらうための工夫として、

鎌倉市ではシミュレーションゲームを活用している。市民が公共施設について意見交換を行うとき

には、身近な特定施設についての意見を提示することが多くなる傾向がみられる場合があるが、特

に総論レベルの検討段階では、市全体を俯瞰して再編等のあり方を考える視点が重要となる。ゲー

ム形式で気軽に楽しみながら、エリア全体の公共施設の再編のあり方を具体的にイメージしやすく

する手法の一つとして、公共施設再編のシミュレーションゲームが効果的に機能している。 

 

(4)ワークショップの運営上の工夫 

鎌倉市では、公共施設再編計画策定委員会の委員である大学教授から、ワークショップの運営に

対する協力を受け、学生が運営スタッフとして各班に配置されている。大学教授から専門的な視点

での助言を受けるとともに、学生が各班に入ることにより、各班での意見交換がスムーズになる潤

滑油としての役割を果たしている。多摩市でも、基調講演を依頼した大学教授の研究室から、助教

及び大学院生がグループワークの進行・補助を務めている。このように、大学との連携により、専

門的な知見を有する識者からのアドバイスを受けたり、学生によるグループワークの運営支援を受

けたりすることで、外からの視点や若者の視点が入り、ワークショップの運営がより効果的になる

と考えられる。 

また、ワークショップにおいては、できるだけ参加者間の主体的な関わりが生まれることが望ま

しい。行政職員は、あくまでも運営のサポート役に回り、「自分ばかり話さない」、「相手の意見を

否定しない」といったグラウンドルールを設定したりすることにより、参加者間の話し合いがスム

ーズに進むような工夫をすることが重要である。鎌倉市では、参加者にそれぞれ施設の利用者や管

理者の役割を割り振ることにより、参加者の主体的な発言を引き出している（ロールプレイ）。多

摩市では、初回のワークショップで、第２回以降のワークショップで話し合うテーマ自体を、参加

者自身で決めてもらうことにより、参加者の主体的な話し合いにつなげる工夫をしている。 
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第５章 市民意識醸成に向けた今後のコミュニケーション手法の方向性等の検討 

１ 市民への効果的なコミュニケーション手法の方向性 

第２章～第４章の内容を踏まえて、各コミュニケーション手法の特徴・有効性・課題について整理

をする。 

(1)従来型の公共施設ＦＭ等におけるコミュニケーション手法の課題 

秩父市をはじめとして、従来型の公共施設ＦＭ等におけるコミュニケーション手法については、

市報、ホームページ、シンポジウム等の「広報」や、パブリックコメント制度、投書箱、市民アン

ケート等の「広聴」など、一方向型の手法が中心となっている。 

しかし、「公共施設ＦＭ等」というテーマは、市民にとってあまり馴染みがなく、難しいテーマ

であるため、一方向型のコミュニケーション手法だけでは市民に伝わりにくい側面が強い。特に秩

父市の場合は、「ＦＭ（ファシリティマネジメント）」という言葉を公式に使用しているため、言葉

自体が難しいこともあって余計にとっつきにくく、市民の認知度が極めて低い状況となっている。 

また、市役所や支所などを除くと、全般的に公共施設の利用率が低く、そのことが公共施設その

ものに対する関心の低さにつながっている。行政からの情報発信手段の利用度をみると、市民が行

政情報や施設情報を入手するのは、ほとんどが市報からのみであり、受信経路が限られている。市

民の多くは公共施設そのものに対して関心がないため、単に情報を発信するだけでは、受信経路が

限られていることもあって、市民には伝わっていかない。ましてや、パブリックコメントなどで、

市民から行政に情報発信することはほとんどないのが現状である。 

 

(2)先行事例における双方向型のコミュニケーション手法の導入 

一方、公共施設ＦＭ等の先行事例をみると、双方向型のコミュニケーション手法を導入すること

で、上記の課題に対応しているケースがある。いずれも、双方向型のコミュニケーション手法を導

入する前の条件として、様々な一方向型のコミュニケーション手法による情報発信を充実させてい

るケースが多い。場合によっては、分かりやすいマンガ版のパンフレットを作って配布したり、市

民説明会を繰り返し実施したりしていることもある。 

その上で、ワークショップなどの双方向型のコミュニケーション手法を導入し、丁寧な市民同士

あるいは市民と行政との対話を繰り返すことにより、市民の関心を掘り起こし、市民を巻き込んだ

取組に発展させている。そのワークショップ等の成果が市民にとって身近で分かりやすい新たなＰ

Ｒ材料となり、従来の一方向型のコミュニケーション手法の効果を高めるなど、両者の間で相乗効

果を発揮している場合もある。関心の高まった市民は、より主体的に公共施設ＦＭ等に関わるよう

になり、それが他の市民にも波及する効果も期待できる。 

 

(3)「双方向型」のコミュニケーション手法の留意点 

なお、「双方向型」のコミュニケーション手法には、「参加の双方向性」と「成果の双方向性」の

２つの種類がある。「参加の双方向性」とは、参加者（市民）同士、又は参加者（市民）と運営者
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（行政）との関係性を指す。ワークショップの場において、参加者が一方的に話を聴いたり、一方

的に意見を述べたりするのではなく、参加者同士や参加者と運営者が相互にやり取りを行うことに

よって、理解や検討が深まっていくことを指す。特に、市民にとって難しく関心があまりないテー

マについては、参加者と運営者との質疑応答を含めた双方向のやり取りを通じて理解が深まり、そ

れが関心につながっていくことが考えられる。 

一方、「成果の双方向性」とは、ワークショップで意見交換をした結果をまとめた成果を、その

場限りにするではなく、行政の中で計画や施策に反映されることを指す。ワークショップが、いわ

ゆる「ガス抜き」として活用されるのではなく、場合によっては適宜行政側からもフィードバック

が行われながら、最終的な成果が行政側でしっかりと受け止められ、計画等に反映されるなど、市

民側と行政側で相互の応答性があることが重要である。 

双方向型のコミュニケーション手法を導入する際には、これら「参加の双方向性」と「成果の双

方向性」の両者が担保されるようにする必要がある。 

 

(4)双方向型コミュニケーションによる公共的な視点の醸成 

公共施設ＦＭ等については、全体としての必要性・重要性は理解・賛成できるが、いざ身近な施

設の統廃合を検討するときには反対するという、いわゆる「総論賛成、各論反対」が起こりやすい

分野だといわれている。市民がそれぞれ個人の利益や要望を優先させれば、簡単に財政制約を越え

てしまい、市全体として公共施設ＦＭ等を進めていくことはできなくなる。多くの市民が公共的な

視点でこの問題に取り組んでいける素地をつくっていくことが重要である。 

そのためには、公共施設ＦＭ等を「お上」に任せる、やってもらうのを待つ、という受け身の姿

勢ではなく、市民一人ひとりが当事者意識を持ち、「自分事」として取り組んでいくことが求めら

れる。双方向型コミュニケーションにより、はじめは自己の利益を追求していたとしても、お互い

の意見に耳を傾けながら、公共的視点で物事を考えられるようにする環境づくりが重要となる。 

 

(5)公共施設ＦＭ等の取組段階に応じた双方向型コミュニケーション手法のあり方 

公共施設ＦＭ等を進める上では、①まず公共施設の実態を把握し、分析を行った上で、マネジメ

ントの基本方針や全体目標を設定し、基本計画を策定することが最初のステップとなる（総務省の

指針に基づく「公共施設等総合管理計画」の策定など）。②続いて、その基本計画を踏まえ、具体

的にどのように取り組んでいくのか、分野別の具体的な取組方針や工程表などを掲載した行動計画

（アクションプラン）を策定し、ＰＤＣＡサイクルを回していくのが次のステップとなる。③その

中で、個別施設の再編（廃止、統合、複合化、建て替え、改修等）に実際に取り組んでいくことと

なる。これらの取組段階に応じて、それぞれ求められるコミュニケーションの内容が異なる。それ

ぞれの段階に適した手法を導入・実施していくことが重要である。 
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図表 5-1 公共施設ＦＭの取組段階に応じた双方向型コミュニケーション手法のあり方 
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ワークショップの

参加者の 
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ワークショップの 

実施方法（例） 
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主な先行事例 

（第 3章参照） 
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・総論レベルでの理

解 

・意識の醸成  

・市民全般の理解・

意識の共有化 

・無作為抽出 

・公募 

・公共施設の実態や

市の取組内容等を

踏まえ、感じたこ

となどを出し合う 

・シミュレーション

ゲーム 

・基本方針等に反映 

・鎌倉市（ゲーム、

H26） 

・鶴ヶ島市（パブリ

ックミーティン

グ、H24） 

・多摩市（方針見直

し、H27） 

行動計画

の策定・

実行 

・各論レベル（施設

分野別）での理

解・意識の醸成 

・施設分野の関係者

の視点・参画も必

要 
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対応の方向性につ

いての意見交換 

・各施設分野の取組

方針に反映 

・モデル事業の導出

に反映 

・さいたま市（モデ

ルケース、H24） 

・龍ケ崎市（主要 2

テーマ、H26） 

個別施設

の再編 

・個別施設の再編に

対する理解・利害

調整 
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・当該施設の当事者

（利用者・管理

者・地域市民等）
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・習志野市（地区施

設、H26～） 

・多摩市（学校、H24） 

秩父市 
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２ 秩父市におけるコミュニケーション手法のあり方 

以上を踏まえ、秩父市の公共施設ＦＭにおけるコミュニケーション手法の課題等に即して、今後の

あり方を整理する。 

 

(1)既存のコミュニケーション手法 

秩父市の公共施設ＦＭにおける 

コミュニケーション手法の課題 
今後のあり方 

市民が市政情報や施設情報を入

手する経路が限られている。 
・新聞やテレビ埼玉の活用など、影響力の強いメディアの活用を

考える。 

・一方向型のコミュニケーション手法にも、改善・拡充の余地が

ある。例えば、マンガ版パンフレットなど、市民にわかりやす

く伝わりやすい媒体の検討・作成、小規模な市民説明会の多頻

度開催など。 

・また、ＳＮＳなどＩＣＴの活用可能性を検討する。 
 

(2)地域、若者及び女性への配慮 

秩父市の公共施設ＦＭにおける 

コミュニケーション手法の課題 
今後のあり方 

市域が広く、地域性の違いが大き

いことに対する配慮が必要。 
【地域】 

・旧秩父市地区以外は、人口が少なく、アンケートの意見も反映

されにくい。地区の事情・考え方を、きめ細かく、丁寧にフォ

ローする必要がある。 

・人口の減少が見込まれている地区については、コンパクト化を

推進するのか、独立したコミュニティとして維持するのか、に

ついて、地域で真剣に議論することが重要。地域ごとにワーク

ショップを実施することも考えられる。 

高齢者の意見が反映されがち。特

に、公共施設を比較的利用してお

り、情報を入手し、関心が高い層

の声が強い。 
【若者】 

・若者の意見をいかに吸い上げるか。対象者の年齢を下げたり、

若者に傾斜してサンプルを割り当てたりすることも考えられ

る。教育機関との連携により、学生等に運営補助をしてもらう

こともよい。 

・ＳＮＳなどＩＣＴを活用することにより、若者の意見を収集を

行い、若者の新しいアイディアを活かしやすくすることも考え

られる。 

・年齢や公共施設の利用状況、公共施設への関心度などによって

市民をセグメント分けし、それぞれのセグメントに応じた最適

なコミュニケーション手法を検討する。 

女性（特に子育て世代）を対象に

した情報提供が必要。 
【女性】 

・施設の運営、利用や再編について女性の意見を取り込むことは、

現行の取組に新たな視点を加えることになる。 

なお、子育て世代においては、利用する制度や施設に特化した

情報提供方法を工夫する必要がある。 

・託児サービスを用意したり、子供も一緒に参加できるワークシ

ョップを開催したりするなど、子育て世代の女性が参加しやす

い工夫をすることが必要である。 
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(3)ワークショップの運営等 

秩父市の公共施設ＦＭにおける 

コミュニケーション手法の課題 
今後のあり方 

ワークショップの位置付けをど

うするか。 
・まずは総論レベルの啓発が必要。市民全般を対象として、公共

施設マネジメントに関する基本的な理解の促進と、方針・計画

の内容についての啓発・浸透を図る。ゲームの導入も効果的。 

・同時に、分野別アクションプランの策定に向けた取組も必要。

分野別の各論に入る段階で、ワークショップ等によるしっかり

とした市民参画を行い、合意を形成しながら進めることが重要

である。 

ワークショップの参加者をどの

ように募集するか。 
・無作為抽出により、幅広い市民の意見を反映させることを検討

する。ただし、参加を承諾する市民の割合は 5％に満たないこと

が想定され、無作為抽出によって多くのサンプル数を確保する

ことは難しいと考えられる。そこで、公募や団体代表への依頼

等を組み合わせることが必要である。 

ワークショップをどのような人

を対象に開催するか。 
・取組段階（基本計画の策定、行動計画の策定・実行、個別施設

の再編）によって、ワークショップの対象とすべき市民層が異

なる。秩父市では、基本計画の策定から行動計画の策定・実行

に移行する段階にあり、各施設分野の関係者などを対象に加え、

各論レベルでの理解・意識を醸成していく必要がある。 

・ただし、市の取組や状況が多くの市民に伝わっていない現状も

あるため、並行して無作為抽出や公募によって市民全般を対象

とし、総論レベルでの理解・意識の醸成・共有化を図る必要が

ある。 

ワークショップの運営をどのよ

うに行うか。 
・できるだけ参加者間の主体的な関わりが生まれるように運営す

ることが重要である。大学生などに運営補助をしてもらうこと

も効果的である。参加者自身にテーマを設定してもらったり、

ロールプレイによりすべての参加者に役割を割り当てたりする

ことも考えられる。 

・施設の建て替え・複合化等に際して、そのデザインや活用・運

営方法を市民主体で考えるデザインワークショップを開催する

など、前向きでワクワクする検討テーマを設定することも重要

である。 

ワークショップの成果における

専門性をいかに担保するか。 
・大学や設計事務所とのコラボレーションが有効である。特に個

別施設の再配置については、図面や模型等を用いたデザインワ

ークショップが有効である。 

・行政職員の研修・ワークショップも重要である。 

ワークショップの成果をいかに

計画等に反映させるか。 
・ワークショップを実施しただけで、その後に続いていない事例

も見られる。ワークショップの成果をどこにつなげていくか、

を検討し、計画や設計に確実に反映させていくルート・制度を

確立しておくことが重要である。 

・行政のトップの姿勢や、庁内組織体制の整備も問われる。全体

のタイムスケジュール・行程表を示すことも、理解を促進する

上では必要といえる。 
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(3)ワークショップの運営等 
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が想定され、無作為抽出によって多くのサンプル数を確保する

ことは難しいと考えられる。そこで、公募や団体代表への依頼

等を組み合わせることが必要である。 

ワークショップをどのような人

を対象に開催するか。 
・取組段階（基本計画の策定、行動計画の策定・実行、個別施設

の再編）によって、ワークショップの対象とすべき市民層が異

なる。秩父市では、基本計画の策定から行動計画の策定・実行

に移行する段階にあり、各施設分野の関係者などを対象に加え、

各論レベルでの理解・意識を醸成していく必要がある。 

・ただし、市の取組や状況が多くの市民に伝わっていない現状も

あるため、並行して無作為抽出や公募によって市民全般を対象

とし、総論レベルでの理解・意識の醸成・共有化を図る必要が

ある。 

ワークショップの運営をどのよ

うに行うか。 
・できるだけ参加者間の主体的な関わりが生まれるように運営す

ることが重要である。大学生などに運営補助をしてもらうこと

も効果的である。参加者自身にテーマを設定してもらったり、

ロールプレイによりすべての参加者に役割を割り当てたりする

ことも考えられる。 

・施設の建て替え・複合化等に際して、そのデザインや活用・運

営方法を市民主体で考えるデザインワークショップを開催する

など、前向きでワクワクする検討テーマを設定することも重要

である。 

ワークショップの成果における

専門性をいかに担保するか。 
・大学や設計事務所とのコラボレーションが有効である。特に個

別施設の再配置については、図面や模型等を用いたデザインワ

ークショップが有効である。 

・行政職員の研修・ワークショップも重要である。 

ワークショップの成果をいかに

計画等に反映させるか。 
・ワークショップを実施しただけで、その後に続いていない事例

も見られる。ワークショップの成果をどこにつなげていくか、

を検討し、計画や設計に確実に反映させていくルート・制度を

確立しておくことが重要である。 

・行政のトップの姿勢や、庁内組織体制の整備も問われる。全体

のタイムスケジュール・行程表を示すことも、理解を促進する

上では必要といえる。 
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秩父市の公共施設ＦＭにおける 

コミュニケーション手法の課題 
今後のあり方 

・ワークショップの成果を広く市民に発表する場を設置し、市全

体にＰＲし、広げていくことも重要である。 

ワークショップに参加しやすく

する工夫 
・ワークショップに参加すること自体が、多くの市民にとっては

敷居が高いと感じられているため、できるだけ気軽に参加でき

るような工夫が必要である。 

・例えば、身近にある具体的な施設をテーマに取り上げる、子供

たちから意見をもらう、ネット上に自由に意見交換できる場を

設置する、若者や主婦を対象としたＳＮＳを活用する、などの

方法が考えられる。 

 

(4)公共施設ＦＭ等の実現 

秩父市の公共施設ＦＭ等におけ

るコミュニケーション手法の課

題 

今後のあり方 

ＦＭの言葉自体が難しく、馴染み

がない。具体的なイメージがしに

くい。 

・まずは現状について、きちんとした情報提供を行う。コストの

情報提供も重要である。白書としてわかりやすくまとめ、毎年

度更新していくことが必要である。また、マンガ版パンフレッ

トなど、見せ方を工夫する必要もある。市民と協働で、市民目

線で分かりやすいパンフレットのあり方を検討するのも有効で

ある。 

・市民に公共施設の状況を知ってもらうには、各地域の公共施設

を実際に見て回る見学ツアーの実施も有効である。市民が地区

の施設状況等をまとめたカルテのようなものを作成した取組も

ある。 

・段階的に進めていくことも考えられる。まずは情報提供を行い、

公共施設の状況についての理解を深めるワークショップを行っ

た上で、その後に意思決定のためのワークショップを行うこと

も考えられる。 

・統廃合の検討を始めた施設からまずワークショップを実施する

ことで計画の実効性を高めることが、市民の意識向上を図る上

で効果的である。具体的なモデルケースでワークショップを実

施してもよい。なお、こうしたワークショップについては、必

ずしも計画策定を待ってから実施する順番でなくともよい。計

画策定と並行してモデル事業を行うことで、計画策定後の迅速

な取組の推進につながると考えられる。 

・新しい施設をつくるワークショップや、複合化により機能を拡

充するワークショップであれば、前向きの議論がしやすい。 

キーパーソンをどのように育成

していくか。 
・公共施設ＦＭ等を具体的に進めていくためには、地域のキーパ

ーソン・リーダー等が大きな役割を担うことが期待される。例

えば、ワークショップを通じて、地域のキーパーソン・リーダ

ーとなる人を発掘・育成していく視点も重要である。そういっ

た人を起点として、さらに各地でワークショップの取組を広げ

ていくことを展望する。 
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秩父市の公共施設ＦＭにおける 

コミュニケーション手法の課題 
今後のあり方 

・ワークショップの成果を広く市民に発表する場を設置し、市全

体にＰＲし、広げていくことも重要である。 

ワークショップに参加しやすく

する工夫 
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方法が考えられる。 

 

(4)公共施設ＦＭ等の実現 

秩父市の公共施設ＦＭ等におけ

るコミュニケーション手法の課

題 
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くい。 
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線で分かりやすいパンフレットのあり方を検討するのも有効で

ある。 

・市民に公共施設の状況を知ってもらうには、各地域の公共施設

を実際に見て回る見学ツアーの実施も有効である。市民が地区

の施設状況等をまとめたカルテのようなものを作成した取組も

ある。 

・段階的に進めていくことも考えられる。まずは情報提供を行い、

公共施設の状況についての理解を深めるワークショップを行っ

た上で、その後に意思決定のためのワークショップを行うこと

も考えられる。 

・統廃合の検討を始めた施設からまずワークショップを実施する

ことで計画の実効性を高めることが、市民の意識向上を図る上

で効果的である。具体的なモデルケースでワークショップを実

施してもよい。なお、こうしたワークショップについては、必

ずしも計画策定を待ってから実施する順番でなくともよい。計

画策定と並行してモデル事業を行うことで、計画策定後の迅速

な取組の推進につながると考えられる。 

・新しい施設をつくるワークショップや、複合化により機能を拡

充するワークショップであれば、前向きの議論がしやすい。 

キーパーソンをどのように育成

していくか。 
・公共施設ＦＭ等を具体的に進めていくためには、地域のキーパ

ーソン・リーダー等が大きな役割を担うことが期待される。例

えば、ワークショップを通じて、地域のキーパーソン・リーダ

ーとなる人を発掘・育成していく視点も重要である。そういっ

た人を起点として、さらに各地でワークショップの取組を広げ

ていくことを展望する。 
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秩父市の公共施設ＦＭ等におけ

るコミュニケーション手法の課

題 

今後のあり方 

民間活力の導入の可能性 
 

・企業とのＰＰＰ／ＰＦＩ（第３章 P.78参照）の推進についても

検討する。民間との連携により、収益施設を併設し、「稼ぐ公共

施設」として注目されている事例もある。 

・空いている公共施設を、都心の民間企業に使ってもらうことも

考えられる。秩父市は災害が少なく、データセンターの設置等

にも向いている。こうしたメリットを活かし、企業誘致を進め

ることも考えられる。 

公共施設ＦＭに係る手続きとル

ールの明確化 
・公共施設ＦＭ等に係る計画は、秩父市まちづくり基本条例に規

定するまちづくり計画と捉え、同条例第 15条に基づく市民参画

手続きについて、規則を策定し、明確化することを検討するこ

とが必要である。 
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秩父市の公共施設ＦＭ等におけ

るコミュニケーション手法の課

題 

今後のあり方 

民間活力の導入の可能性 
 

・企業とのＰＰＰ／ＰＦＩ（第３章 P.78参照）の推進についても

検討する。民間との連携により、収益施設を併設し、「稼ぐ公共

施設」として注目されている事例もある。 

・空いている公共施設を、都心の民間企業に使ってもらうことも

考えられる。秩父市は災害が少なく、データセンターの設置等

にも向いている。こうしたメリットを活かし、企業誘致を進め

ることも考えられる。 

公共施設ＦＭに係る手続きとル

ールの明確化 
・公共施設ＦＭ等に係る計画は、秩父市まちづくり基本条例に規

定するまちづくり計画と捉え、同条例第 15条に基づく市民参画

手続きについて、規則を策定し、明確化することを検討するこ

とが必要である。 
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調査研究委員会名簿 

 

委 員 小松
こ ま つ

 幸夫
ゆ き お

 早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科 教授 

 齋藤 E

さいとう

A AE友之 E

ともゆき

A 埼玉大学人文社会科学研究科 教授 

 AE倉斗 E

くらかず

A AE綾子 E

りょうこ

A 千葉工業大学工学部デザイン科学科 准教授 

 AE新井 E

あ ら い

A AE秀 E

ひで

AAE弘 E

ひろ

A 秩父市 市長室長 

 AE福原 E

ふくはら

A AE隆夫 E

た か お

A 秩父市 財務部長 

 AE鈴木 E

す ず き

A AE善 E

よし

AAE彰 E

あき

A 一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部長 

事務局 島田 典彦 秩父市 市長室 ＦＭ推進課長 

 新井 幸男 秩父市 市長室 ＦＭ推進課主幹 

 栁原 匡宏 秩父市 市長室 ＦＭ推進課主幹 

 下島 正幹  一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部室長 

 谷口 仁美 一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部研究員 

基礎調査機関 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 

    西尾 真治 政策研究事業本部 公共経営・地域政策部 主任研究員 コンセンサス・デザイン室長  

    大塚  敬 政策研究事業本部 公共経営・地域政策部 公共マネジメントグループ長 主任研究員  

 

    渡邊  倫 政策研究事業本部 公共経営・地域政策部 研究員 
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調査研究委員会名簿 

 

委 員 小松
こ ま つ

 幸夫
ゆ き お
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A 千葉工業大学工学部デザイン科学科 准教授 

 AE新井 E

あ ら い

A AE秀 E

ひで

AAE弘 E

ひろ

A 秩父市 市長室長 

 AE福原 E

ふくはら

A AE隆夫 E

た か お

A 秩父市 財務部長 

 AE鈴木 E

す ず き

A AE善 E

よし

AAE彰 E

あき

A 一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部長 

事務局 島田 典彦 秩父市 市長室 ＦＭ推進課長 

 新井 幸男 秩父市 市長室 ＦＭ推進課主幹 

 栁原 匡宏 秩父市 市長室 ＦＭ推進課主幹 

 下島 正幹  一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部室長 

 谷口 仁美 一般財団法人 地方自治研究機構 調査研究部研究員 

基礎調査機関 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 

    西尾 真治 政策研究事業本部 公共経営・地域政策部 主任研究員 コンセンサス・デザイン室長  
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    渡邊  倫 政策研究事業本部 公共経営・地域政策部 研究員 
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資料編 

１ 公共施設の改革や総合管理に関する市民アンケート調査（調査票） 

 

157 

 

163

資料編 

１ 公共施設の改革や総合管理に関する市民アンケート調査（調査票） 

 

157 

 

163



 
 
  

158 

 

164

 
 
  

158 

 

164



 
 
  

159 

 

165

 
 
  

159 

 

165



 
 
  

160 

 

166

 
 
  

160 

 

166



 
 
  

161 

 

167

 
 
  

161 

 

167



 
 
  

162 

 

168

 
 
  

162 

 

168



 
 
  

163 

 

169

 
 
  

163 

 

169



 
 

  
164 

 

170

 
 

  
164 

 

170



２ 自由記入 

調査票では、質問の最後に自由記入欄を設け、本調査などに関することを自由に記入していただい

た。「なし」、「特にない」等を除いた自由記入回答は 122 件あった。回答結果は、下図表のとおり、

地区別・性別・年齢別・職業別に分類して掲載した。原則として記入内容をそのまま掲載したが、明

確な誤字脱字等は修正を行った。なお、個人や団体が特定される内容は掲載していない。 

 

旧秩父市地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 10代 学生 
「ファシリティマネジメント」とは何のことかわからなかっ

た。 

2  男性 10代 学生 

現在、高校の卒業論文で住んでいる秩父市の市政と市民の意識

をテーマに執筆をしています。この中で、公共施設に関する事

柄も市民のニーズに適した改革が不可欠で、市も市民もお互い

に情報発信ができる環境がより必要だと考えています。 

3  男性 20代 会社員 
利用の少ない施設はいらないと思う。利用のある施設をちゃん

とした方がいい。 

4  男性 20代 会社員 
新しいものは造らない。既存建築物の有効利用が大切。西武秩

父駅、秩父駅周辺の活性化。ミューズパークの有効利用。 

5  男性 20代 会社員 

自由に運動できる場所が欲しい。文化体育センターは金がかか

り、時間に制限がある。予約するには団体でないと使いづらい。

広い校庭のようなスペースがあるだけでもよい 

6  男性 20代 パート・アルバイト とにかく若者達が集える場所を作って欲しい。 

7  男性 30代 会社員 

若者の意見を取り込んでいただきたいです。利用者の少ない、

赤字の公共施設を公表していただきたく思います。開催された

イベントは内容を可能であれば公表してほしいです。 

8  男性 30代 会社員 転勤で数年間在籍するだけであるため、興味がない。 

9  男性 30代 教員・公務員 

秩父市の職員の皆様方、大変お疲れ様でございます。これはＦ

Ｍ推進に直接関わるだけではないのですが、ぜひ秩父市には、

本庄市や深谷市を代表とする児玉・大里地域ではなく、まずは

飯能市や日高市をはじめとする入間地域との連携を重視して

もらいたいと願っています。こちらの地域では、若者を中心と

した次世代を目指した公共施設のあり方についても、斬新な提

言がなされており、市民サービスという観点からも希望を持て

る政策を実行されようとしています。 

10  男性 30代 教員・公務員 

旧町村に利用者が少ないのに公共施設がいまだにあるものが

あると思う。また、合併のときの約束かわかりませんが、旧町

村に大きな施設やその他整備されているものがあると思う。そ

のあたりを、市全体の人が知っているのか疑問である。料金を

とる施設は、市内と市外の料金に差をつけるべき。また一部の

施設では団体が使用していて（既得権益のように）利用できな

かったり、利用部分が少なくなって混雑しているのが見直され

るべき。 

11  男性 30代 教員・公務員 
やるなら一気にやって、施設数のスリム化を実行してもらいた

い。 

12  男性 30代 無職 

統廃合は必ず必要だと考えます。ただ、新しいモノをつくる必

要はなく、幅広く利用可能なものだけを残してほしい。そのか

わり、地域に密着した交通サービスのよりいっそうの充実を！

そのことで交通弱者の問題を解決してほしい。 

13  男性 30代 その他 

市街地にある公共施設で雨漏りが酷く天井がはがれおちてい

ます。40年位前に建てられた施設です。あり方に関して検討し

ていただけると幸いです。 
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２ 自由記入 

調査票では、質問の最後に自由記入欄を設け、本調査などに関することを自由に記入していただい

た。「なし」、「特にない」等を除いた自由記入回答は 122 件あった。回答結果は、下図表のとおり、

地区別・性別・年齢別・職業別に分類して掲載した。原則として記入内容をそのまま掲載したが、明

確な誤字脱字等は修正を行った。なお、個人や団体が特定される内容は掲載していない。 

 

旧秩父市地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 10代 学生 
「ファシリティマネジメント」とは何のことかわからなかっ

た。 

2  男性 10代 学生 

現在、高校の卒業論文で住んでいる秩父市の市政と市民の意識

をテーマに執筆をしています。この中で、公共施設に関する事

柄も市民のニーズに適した改革が不可欠で、市も市民もお互い

に情報発信ができる環境がより必要だと考えています。 

3  男性 20代 会社員 
利用の少ない施設はいらないと思う。利用のある施設をちゃん

とした方がいい。 

4  男性 20代 会社員 
新しいものは造らない。既存建築物の有効利用が大切。西武秩

父駅、秩父駅周辺の活性化。ミューズパークの有効利用。 

5  男性 20代 会社員 

自由に運動できる場所が欲しい。文化体育センターは金がかか

り、時間に制限がある。予約するには団体でないと使いづらい。

広い校庭のようなスペースがあるだけでもよい 

6  男性 20代 パート・アルバイト とにかく若者達が集える場所を作って欲しい。 

7  男性 30代 会社員 

若者の意見を取り込んでいただきたいです。利用者の少ない、

赤字の公共施設を公表していただきたく思います。開催された

イベントは内容を可能であれば公表してほしいです。 

8  男性 30代 会社員 転勤で数年間在籍するだけであるため、興味がない。 

9  男性 30代 教員・公務員 

秩父市の職員の皆様方、大変お疲れ様でございます。これはＦ

Ｍ推進に直接関わるだけではないのですが、ぜひ秩父市には、

本庄市や深谷市を代表とする児玉・大里地域ではなく、まずは

飯能市や日高市をはじめとする入間地域との連携を重視して

もらいたいと願っています。こちらの地域では、若者を中心と

した次世代を目指した公共施設のあり方についても、斬新な提

言がなされており、市民サービスという観点からも希望を持て

る政策を実行されようとしています。 

10  男性 30代 教員・公務員 

旧町村に利用者が少ないのに公共施設がいまだにあるものが

あると思う。また、合併のときの約束かわかりませんが、旧町

村に大きな施設やその他整備されているものがあると思う。そ

のあたりを、市全体の人が知っているのか疑問である。料金を

とる施設は、市内と市外の料金に差をつけるべき。また一部の

施設では団体が使用していて（既得権益のように）利用できな

かったり、利用部分が少なくなって混雑しているのが見直され

るべき。 

11  男性 30代 教員・公務員 
やるなら一気にやって、施設数のスリム化を実行してもらいた

い。 

12  男性 30代 無職 

統廃合は必ず必要だと考えます。ただ、新しいモノをつくる必

要はなく、幅広く利用可能なものだけを残してほしい。そのか

わり、地域に密着した交通サービスのよりいっそうの充実を！

そのことで交通弱者の問題を解決してほしい。 

13  男性 30代 その他 

市街地にある公共施設で雨漏りが酷く天井がはがれおちてい

ます。40年位前に建てられた施設です。あり方に関して検討し

ていただけると幸いです。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

14  男性 40代 会社員 
市役所を新しく建てる意見が無い。今のままでも充分やってい

っているのに、税のむだだと思いますよ。 

15  男性 40代 会社員 

単身赴任で 10 年間を秩父（横瀬）で過ごし、この 7 月に帰京

いたしました。勤務時間が朝７～7 時すぎでしたので、市役所

等の利用や催し物の参加は叶いませんでしたが、休日窓口で対

応していただくことが多く、助かりました。東京からの交通も

便利で、今後も第二の故郷として友人を訪ねたり懐かしい場所

を訪れたりすることもあるかと思います。ありがとうございま

した。 

16  男性 40代 教員・公務員 
質問事項がカタカナ用語でわかりにくい。日本語で分かるよう

にしてほしい 

17  男性 40代 教員・公務員 

将来の秩父市の発展のために、早急に公共施設の統廃合等を進

めていく必要があるのではないかと思います。合併をしたこと

により、類似、重複する公共施設もあります。地域的な課題等

もあるかと思いますが、検討が必要であると考えます。また、

適正な受益者負担の観点からも、必要な使用料等の見直しも行

い、次代を担う人にとっても、住みやすい秩父市になることを

望みます。 

18  男性 50代 自営業・事業主 
無理、無駄なものは造らないで欲しい。合併前の各町村の施設

を有効活用して欲しい。 

19  男性 50代 会社員 市として具体的な施策はありますか。 

20  男性 50代 会社員 

本調査の質問内容は抽象的でわかりにくいです。もっとストレ

ートに「負担は有るが継続するか、負担しないで統合した方が

良いか？」とかの質問の方が回答しやすい。人口が減少するな

か、今までと同じ環境維持は難しいのだから、人口を増やすか、

出資（費用）を減らすか考えて行政を行って欲しい。 

21  男性 50代 会社員 

秩父市の財政力指数は、県内最下位であるとのことですが、公

共施設の運用について本当に必要なのか否か十分検討頂き、徹

底したムダの排除を実行すべき時代なのではと考えます。 

22  男性 50代 会社員 

新庁舎の建設が始まったことも、市民にとっては不安に感じて

いるところです。このような問題は新庁舎建設とセットで、一

方では効率化するが、その替り新庁舎も必要と市民に説明すれ

ば、少しは理解してもらえるのでは・・・。いずれにせよ、民

間の知識をもっと入れ、活性化に向けさらなる努力を期待した

い。 

23  男性 50代 会社員 

現状の公共施設の状況がわかりません。人口比率や使用頻度、

その他条件を満たす物件を残す等、協議する必要があります。

また、そこで行われる行事内容によっては、存続必要かも知れ

ません。避難場所の確保とかも考えないといけませんね。多く

の人たちが利用でき、必要と思われる施設でないと意味が無い

ので、地域性として、何が求められているかのデータ収集がま

ず大切だと思います。 

24  男性 50代 会社員 
アンケートはすべて日本語でお願いします。全く分かりませ

ん。 

25  男性 50代 会社員 

若い人たちに元気で明るい秩父の未来を託したいと思います。

ゆっくりでいいから成長する秩父のために職員の皆さま良い

仕事を行ってください。 

26  男性 50代 会社員 
ファシリティマネージメントの説明を1ページの下部に書きそ

えてもらえると分かりやすいと思います。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

14  男性 40代 会社員 
市役所を新しく建てる意見が無い。今のままでも充分やってい

っているのに、税のむだだと思いますよ。 

15  男性 40代 会社員 

単身赴任で 10 年間を秩父（横瀬）で過ごし、この 7 月に帰京

いたしました。勤務時間が朝７～7 時すぎでしたので、市役所

等の利用や催し物の参加は叶いませんでしたが、休日窓口で対

応していただくことが多く、助かりました。東京からの交通も

便利で、今後も第二の故郷として友人を訪ねたり懐かしい場所

を訪れたりすることもあるかと思います。ありがとうございま

した。 

16  男性 40代 教員・公務員 
質問事項がカタカナ用語でわかりにくい。日本語で分かるよう

にしてほしい 

17  男性 40代 教員・公務員 

将来の秩父市の発展のために、早急に公共施設の統廃合等を進

めていく必要があるのではないかと思います。合併をしたこと

により、類似、重複する公共施設もあります。地域的な課題等

もあるかと思いますが、検討が必要であると考えます。また、

適正な受益者負担の観点からも、必要な使用料等の見直しも行

い、次代を担う人にとっても、住みやすい秩父市になることを

望みます。 

18  男性 50代 自営業・事業主 
無理、無駄なものは造らないで欲しい。合併前の各町村の施設

を有効活用して欲しい。 

19  男性 50代 会社員 市として具体的な施策はありますか。 

20  男性 50代 会社員 

本調査の質問内容は抽象的でわかりにくいです。もっとストレ

ートに「負担は有るが継続するか、負担しないで統合した方が

良いか？」とかの質問の方が回答しやすい。人口が減少するな

か、今までと同じ環境維持は難しいのだから、人口を増やすか、

出資（費用）を減らすか考えて行政を行って欲しい。 

21  男性 50代 会社員 

秩父市の財政力指数は、県内最下位であるとのことですが、公

共施設の運用について本当に必要なのか否か十分検討頂き、徹

底したムダの排除を実行すべき時代なのではと考えます。 

22  男性 50代 会社員 

新庁舎の建設が始まったことも、市民にとっては不安に感じて

いるところです。このような問題は新庁舎建設とセットで、一

方では効率化するが、その替り新庁舎も必要と市民に説明すれ

ば、少しは理解してもらえるのでは・・・。いずれにせよ、民

間の知識をもっと入れ、活性化に向けさらなる努力を期待した

い。 

23  男性 50代 会社員 

現状の公共施設の状況がわかりません。人口比率や使用頻度、

その他条件を満たす物件を残す等、協議する必要があります。

また、そこで行われる行事内容によっては、存続必要かも知れ

ません。避難場所の確保とかも考えないといけませんね。多く

の人たちが利用でき、必要と思われる施設でないと意味が無い

ので、地域性として、何が求められているかのデータ収集がま

ず大切だと思います。 

24  男性 50代 会社員 
アンケートはすべて日本語でお願いします。全く分かりませ

ん。 

25  男性 50代 会社員 

若い人たちに元気で明るい秩父の未来を託したいと思います。

ゆっくりでいいから成長する秩父のために職員の皆さま良い

仕事を行ってください。 

26  男性 50代 会社員 
ファシリティマネージメントの説明を1ページの下部に書きそ

えてもらえると分かりやすいと思います。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

27  男性 50代 教員・公務員 

歳入に見合ったコンパクトな行政になることは、やむを得ない

と思います。捨てるべき物は捨て（統廃合の推進）、過剰なサ

ービスを控えて生活弱者（高齢者、障がい者、子供…）への支

援・サービスに力を入れていただければありがたいと思いま

す。個人的には、現在公共施設（サービス）を利用する機会は

少ないのですが、市役所に証明書などをいただきに行った時の

職員の皆様の対応には感謝しております。 

28  男性 50代 教員・公務員 

若い世代が外に出てしまう状況、夢を描ける町づくりが必要。

魅力ある町秩父だと思います。ただ秩父人の人の良さが利用さ

れて、ほっている場面が多々見受けられる。 

29  男性 50代 教員・公務員 
厳しい財政の中で一歩一歩改革がすすむと次世代の子供たち

にとってすばらしい秩父市になると思います。 

30  男性 50代 無職 

協力できる多くの市民の意見を取り入れられるように、目安箱

的な物をいろいろな施設に設置。その多くの意見を無駄なくあ

つかう事で多くの市民賛同が得られると思う。 

31  男性 60代 自営業・事業主 公共施設が多すぎ、その管理で職員も多すぎる。 

32  男性 60代 会社員 公共施設についての有効利用、企業に払い下げ、効率化を図る。 

33  男性 60代 会社員 ファシリティマネジメントとはどのような意味なのか？  

34  男性 60代 無職 

人口の減少に伴い、利用者数減少はあきらかである。各地域の

市民にとって利用回数は少なくても重要な施設には変わりな

い。開館日、利用可の日を地元民と話し合う中で、業務縮小す

ることも必要である。また、職員も固定業務でなく巡回で数か

所を掛け持ちも検討すべき時期がくるかもしれません。いかに

したらコストをかからない運用のあり方を今から考えておく

べきである。 

35  男性 60代 無職 

秩父市も高齢化社会を念頭に「コンパクト」を出来るだけ意識

したらよいと思う。理想を言えば、どこでも徒歩で行けるとい

うことか…？ 

36  男性 60代 無職 

等方秩父市の在に住んでいますが昨年中町会費というのの減

額というのが町会において議題となりました。町の内に比べて

大変に金額が高いとて少しでも町の内に近づけるようとなっ

たようです。おおむね何でも、使う人は少数、金を出す人は多

数、それが常、思い切って減らすが最良でしょう。全市民が使

う以外については参加費を徴収すべきでしょう。（使用料・利

用料） 

37  男性 60代 無職 

公共施設の利用が少ない自分が言うのもいかがなものかと思

うが、1390棟あることを知りませんでした。再編の前に、それ

がどこに何があるのか利用実態を告知してみたらどうですか。

いるかいらないか判断がつかない人が多いと思います。 

38  男性 60代 無職 

公共施設の統廃合問題を論じるとき、地域の限界集落化の視点

が出てきます。しかし、生活様式も変化しており、遠距離でも

利用できると思います。ぜひとも積極的に集めてください。 

39  男性 60代 無職 質問が難しすぎて分かりません。 

40  女性 10代 学生 

図書館は学生の私からするととても役立っています。秩父夜祭

りのアピールがまだまだ足りていないと思います。CMで吉高さ

んを使ってから観光客が増えた気がします（駅とか） 

夜祭りも CMを作成できたらいいと思います。 

41  女性 10代 学生 

吹奏楽等の音楽に関するイベント、コンサートができる文化ホ

ールの建設を期待しています。もう少し市政について、学生に

も分かりやすいように工夫して欲しいです。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

27  男性 50代 教員・公務員 

歳入に見合ったコンパクトな行政になることは、やむを得ない

と思います。捨てるべき物は捨て（統廃合の推進）、過剰なサ

ービスを控えて生活弱者（高齢者、障がい者、子供…）への支

援・サービスに力を入れていただければありがたいと思いま

す。個人的には、現在公共施設（サービス）を利用する機会は

少ないのですが、市役所に証明書などをいただきに行った時の

職員の皆様の対応には感謝しております。 

28  男性 50代 教員・公務員 

若い世代が外に出てしまう状況、夢を描ける町づくりが必要。

魅力ある町秩父だと思います。ただ秩父人の人の良さが利用さ

れて、ほっている場面が多々見受けられる。 

29  男性 50代 教員・公務員 
厳しい財政の中で一歩一歩改革がすすむと次世代の子供たち

にとってすばらしい秩父市になると思います。 

30  男性 50代 無職 

協力できる多くの市民の意見を取り入れられるように、目安箱

的な物をいろいろな施設に設置。その多くの意見を無駄なくあ

つかう事で多くの市民賛同が得られると思う。 

31  男性 60代 自営業・事業主 公共施設が多すぎ、その管理で職員も多すぎる。 

32  男性 60代 会社員 公共施設についての有効利用、企業に払い下げ、効率化を図る。 

33  男性 60代 会社員 ファシリティマネジメントとはどのような意味なのか？  

34  男性 60代 無職 

人口の減少に伴い、利用者数減少はあきらかである。各地域の

市民にとって利用回数は少なくても重要な施設には変わりな

い。開館日、利用可の日を地元民と話し合う中で、業務縮小す

ることも必要である。また、職員も固定業務でなく巡回で数か

所を掛け持ちも検討すべき時期がくるかもしれません。いかに

したらコストをかからない運用のあり方を今から考えておく

べきである。 

35  男性 60代 無職 

秩父市も高齢化社会を念頭に「コンパクト」を出来るだけ意識

したらよいと思う。理想を言えば、どこでも徒歩で行けるとい

うことか…？ 

36  男性 60代 無職 

等方秩父市の在に住んでいますが昨年中町会費というのの減

額というのが町会において議題となりました。町の内に比べて

大変に金額が高いとて少しでも町の内に近づけるようとなっ

たようです。おおむね何でも、使う人は少数、金を出す人は多

数、それが常、思い切って減らすが最良でしょう。全市民が使

う以外については参加費を徴収すべきでしょう。（使用料・利

用料） 

37  男性 60代 無職 

公共施設の利用が少ない自分が言うのもいかがなものかと思

うが、1390棟あることを知りませんでした。再編の前に、それ

がどこに何があるのか利用実態を告知してみたらどうですか。

いるかいらないか判断がつかない人が多いと思います。 

38  男性 60代 無職 

公共施設の統廃合問題を論じるとき、地域の限界集落化の視点

が出てきます。しかし、生活様式も変化しており、遠距離でも

利用できると思います。ぜひとも積極的に集めてください。 

39  男性 60代 無職 質問が難しすぎて分かりません。 

40  女性 10代 学生 

図書館は学生の私からするととても役立っています。秩父夜祭

りのアピールがまだまだ足りていないと思います。CMで吉高さ

んを使ってから観光客が増えた気がします（駅とか） 

夜祭りも CMを作成できたらいいと思います。 

41  女性 10代 学生 

吹奏楽等の音楽に関するイベント、コンサートができる文化ホ

ールの建設を期待しています。もう少し市政について、学生に

も分かりやすいように工夫して欲しいです。 

167 

 

173



No. 性別 年齢 職業 自由意見 

42  女性 20代 会社員 

・ 市役所を新しく建てる必要があるのか？ 

・ 設置にかかるお金はどこから出ているのか？ 

・ 公務員の給料を明確に出してほしい（特に市長など） 

・ 子供を増やすため、産みやすい環境の整備をしてほしい 

・ 無作為に選ばれたのなら 500 円くらいのクオカードを入れ

ておいてくれたらもっと意欲的に書くと思う 

43  女性 20代 会社員 

朝から晩まで仕事をしている身にとっては、情報を仕入れる手

段はあっても時間がないと思います。その中でよく分からない

公共施設のアンケートに回答するのはとても難解でした。そん

な中で解答したアンケートなので、有効に使ってもらえればと

思います。税金を払っている私達が使えず、税金を払っていな

い人達が、いくつもの施設を使っていることには疑問を感じま

す。利用料金をあげても良いのではないでしょうか。 

44  女性 20代 パート・アルバイト 

「街コン」って開催されているんですか？私の友人は出会いを

求めて大宮まで足を運んでいるそうです。地元（秩父）でやっ

ていたら良いのにと言っていました。ほかにも地元で出会いた

いという人、結構います。そういうことに公共施設は使えませ

んか？もしくは市内で開催される街コンや若者向けイベント

を市役所 HP で一覧が掲載されて確認できたら見つけやすい、

参加しやすいと思います。 

45  女性 20代 専業主婦（夫） アンケートが長すぎです。 

46  女性 30代 自営業・事業主 

20 代、30 代の若い人達が、秩父市をより盛り上げて行ってほ

しいと思います。街中に小さなお店ができて（増えていて）嬉

しいが、駐車場がないこともあるので、どうにかしてほしい時

があります。地元の小さなお祭りなどもどんどん宣伝してほし

い。 

47  女性 30代 会社員 

市内中心部に子供を遊ばせられる施設や公園、遊具があるとあ

りがたいです。夏の暑いときや雨の時などは、車での移動が大

変だったりするので、歩いて行ける公園や、雨でも遊べる施設

など。キッズパークは最近観光客の利用が多く、マナーが悪く、

怖くて遊ばせられない。「タダでこんないいところはない。」と

いう声を聞くので、市民以外は有料化してほしいです。 

48  女性 30代 会社員 

このアンケートが役に立つようには思えない質問内容な気が

しましたが…（所どころ意味が分からないのもありました）。

そもそも普段使用しているのが公共施設かどうか分からない

ところもあります。子育て支援をよく言っているわりに、政策

はまだまだな様に思います。医療費は助かっていますが、お金

の面だけでなく遊ばせる場所や集まる機会をもっと作っても

らいたいです。（遊具はもっと他施設を見習って楽しめる工夫

をするとか…） 

49  女性 30代 会社員 

市政が厳しいのに多額をかけて庁舎を建てる必要性はあるの

でしょうか。公共施設の見直しを行うのであれば、庁舎にかけ

る金額も見直していかがでしょうか。人口が減少していくこと

は明らかなのに、未来に多額の借金を残しては住みたいと思え

る場所でなくなってしまうと思います。 

50  女性 30代 パート・アルバイト 

市役所も大金を使って建て直さなくても、今も裏の建物で業務

が出来ているのであれば、建て直さなくてもいいのではないか

と思う。 

51  女性 30代 パート・アルバイト 

ファシリティマネジメントの意味が分からない。もっと分かり

やすい言葉で質問を書いてほしい。子供が運動出来る施設をつ

くってほしい。市営のプールなど、近所の子はいいが、遠い場

所の子供は使いづらい。秩父はサッカーをやっている子供が多

いので、サッカー場をつくってほしい。 

52  女性 30代 パート・アルバイト 
遊ぶ場所ができてほしい。遊びに行くのにも遠くまで行かない

とならないから。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

42  女性 20代 会社員 

・ 市役所を新しく建てる必要があるのか？ 

・ 設置にかかるお金はどこから出ているのか？ 

・ 公務員の給料を明確に出してほしい（特に市長など） 

・ 子供を増やすため、産みやすい環境の整備をしてほしい 

・ 無作為に選ばれたのなら 500 円くらいのクオカードを入れ

ておいてくれたらもっと意欲的に書くと思う 

43  女性 20代 会社員 

朝から晩まで仕事をしている身にとっては、情報を仕入れる手

段はあっても時間がないと思います。その中でよく分からない

公共施設のアンケートに回答するのはとても難解でした。そん

な中で解答したアンケートなので、有効に使ってもらえればと

思います。税金を払っている私達が使えず、税金を払っていな

い人達が、いくつもの施設を使っていることには疑問を感じま

す。利用料金をあげても良いのではないでしょうか。 

44  女性 20代 パート・アルバイト 

「街コン」って開催されているんですか？私の友人は出会いを

求めて大宮まで足を運んでいるそうです。地元（秩父）でやっ

ていたら良いのにと言っていました。ほかにも地元で出会いた

いという人、結構います。そういうことに公共施設は使えませ

んか？もしくは市内で開催される街コンや若者向けイベント

を市役所 HP で一覧が掲載されて確認できたら見つけやすい、

参加しやすいと思います。 

45  女性 20代 専業主婦（夫） アンケートが長すぎです。 

46  女性 30代 自営業・事業主 

20 代、30 代の若い人達が、秩父市をより盛り上げて行ってほ

しいと思います。街中に小さなお店ができて（増えていて）嬉

しいが、駐車場がないこともあるので、どうにかしてほしい時

があります。地元の小さなお祭りなどもどんどん宣伝してほし

い。 

47  女性 30代 会社員 

市内中心部に子供を遊ばせられる施設や公園、遊具があるとあ

りがたいです。夏の暑いときや雨の時などは、車での移動が大

変だったりするので、歩いて行ける公園や、雨でも遊べる施設

など。キッズパークは最近観光客の利用が多く、マナーが悪く、

怖くて遊ばせられない。「タダでこんないいところはない。」と

いう声を聞くので、市民以外は有料化してほしいです。 

48  女性 30代 会社員 

このアンケートが役に立つようには思えない質問内容な気が

しましたが…（所どころ意味が分からないのもありました）。

そもそも普段使用しているのが公共施設かどうか分からない

ところもあります。子育て支援をよく言っているわりに、政策

はまだまだな様に思います。医療費は助かっていますが、お金

の面だけでなく遊ばせる場所や集まる機会をもっと作っても

らいたいです。（遊具はもっと他施設を見習って楽しめる工夫

をするとか…） 

49  女性 30代 会社員 

市政が厳しいのに多額をかけて庁舎を建てる必要性はあるの

でしょうか。公共施設の見直しを行うのであれば、庁舎にかけ

る金額も見直していかがでしょうか。人口が減少していくこと

は明らかなのに、未来に多額の借金を残しては住みたいと思え

る場所でなくなってしまうと思います。 

50  女性 30代 パート・アルバイト 

市役所も大金を使って建て直さなくても、今も裏の建物で業務

が出来ているのであれば、建て直さなくてもいいのではないか

と思う。 

51  女性 30代 パート・アルバイト 

ファシリティマネジメントの意味が分からない。もっと分かり

やすい言葉で質問を書いてほしい。子供が運動出来る施設をつ

くってほしい。市営のプールなど、近所の子はいいが、遠い場

所の子供は使いづらい。秩父はサッカーをやっている子供が多

いので、サッカー場をつくってほしい。 

52  女性 30代 パート・アルバイト 
遊ぶ場所ができてほしい。遊びに行くのにも遠くまで行かない

とならないから。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

53  女性 30代 パート・アルバイト 
公共施設が有効利用され、市民の生活が豊かになることが望ま

しいです。 

54  女性 30代 専業主婦（夫） 

アンケート自体が不親切すぎる。市民の立場に立った質問にな

っていない。「ファシリティマネジメント」という言葉を使っ

ている時点で、市民目線ではない。無駄な英語を使わないでほ

しい。このようなアンケートを求めるのであれば、どのような

公共施設が現在あって、どの公共施設が重複し、公共施設の維

持にかかる費用等を具体的に提示してほしかった。現状をよく

分からないまま回答しても意味がない。住みやすい街に、住み

たくなる街になるよう、市民目線で考えて欲しい。 

55  女性 30代 専業主婦（夫） 

財政が厳しい中、公共施設を維持していくのは難しい。今まで

利用できていた公共施設が廃止になり遠くなった場合、交通手

段がない高齢者等を送迎できる方法があったらいいと思う。し

かし、それにもお金がかかる。 

56  女性 30代 専業主婦（夫） 

ネットをつかえない人もいるだろうから、広告を増やしてほし

い。地元のスーパーにも秩父市の内容が書かれているものをお

くとかしてほしい。 

57  女性 40代 自営業・事業主 

いろいろ内容が分からない事ばかりです。市役所の方は理解が

できると思いますが、一般の市民ではなかなか分からない方も

多いと思います。お年寄りから若い人までもっと理解のできる

説明や、興味を持たせるような説明、パンフレットなどで分か

りやすく伝えて欲しいです。難しい問題です。 

58  女性 40代 会社員 新しい市民会館、市役所は全く無駄。 

59  女性 40代 会社員 

公共施設の統合はもちろんだと思いますが、まだまだ荒川や吉

田に住んでいる人間が秩父市と合併したという自覚に目覚め

ていないと思います。 

60  女性 40代 会社員 

交通網が維持されなければ、公共施設利用も減少するだけ。ど

ちらが欠けても市民生活の質は低下すると思われます。施設の

再編とともに、交通網の整備もお願いします。 

61  女性 40代 会社員 

・ 新庁舎になると、散らばっている公共施設が統合されるの

かどうかが気になります（お年寄りの方々が気軽に利用で

きる空間が必要だと思います） 

・ 新施設を建てるとしても、センスよい、秩父らしいものを

お願いします（道の駅のような恥ずかしい建物は不要です） 

・ 情報の伝え方を再考してほしい（ＦＭなどこのアンケート

が来るまで全く知りませんでした） 

62  女性 40代 会社員 

そもそもファシリティマネジメントがどんな意味を持つのか

考えがたい。また老人は意味が全く分からないのでは？SNS で

もっとアピールしてもらいたい（10～40 代）。その他の高齢者

はやはりペーパーでないと理解出来ないのかと思います。 

63  女性 40代 教員・公務員 

調査対象は子供にも実施した方が良い。主なもの３つまでは決

めにくいので複数回答可とした方が良い。市内主要駅などに市

内サービスの申請手続き、図書館などの出張所を設置されると

利便性が良くなると思います。調査のフィードバックを望みま

す。 

64  女性 40代 パート・アルバイト 

以前も別のアンケートが回ってきた。回答したが、フィードバ

ックがない。アンケートの結果がどうなのか。結果をどんな資

料として役立てているのか。もし集計がとれたなら、アンケー

ト用紙を送った人宛に資料を再度郵送したらどうなのか。アン

ケートを取った既成事実だけなら、こんなアンケートは何の意

味もない。回答する人の手間を考えて対応して欲しい。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

53  女性 30代 パート・アルバイト 
公共施設が有効利用され、市民の生活が豊かになることが望ま

しいです。 

54  女性 30代 専業主婦（夫） 

アンケート自体が不親切すぎる。市民の立場に立った質問にな

っていない。「ファシリティマネジメント」という言葉を使っ

ている時点で、市民目線ではない。無駄な英語を使わないでほ

しい。このようなアンケートを求めるのであれば、どのような

公共施設が現在あって、どの公共施設が重複し、公共施設の維

持にかかる費用等を具体的に提示してほしかった。現状をよく

分からないまま回答しても意味がない。住みやすい街に、住み

たくなる街になるよう、市民目線で考えて欲しい。 

55  女性 30代 専業主婦（夫） 

財政が厳しい中、公共施設を維持していくのは難しい。今まで

利用できていた公共施設が廃止になり遠くなった場合、交通手

段がない高齢者等を送迎できる方法があったらいいと思う。し

かし、それにもお金がかかる。 

56  女性 30代 専業主婦（夫） 

ネットをつかえない人もいるだろうから、広告を増やしてほし

い。地元のスーパーにも秩父市の内容が書かれているものをお

くとかしてほしい。 

57  女性 40代 自営業・事業主 

いろいろ内容が分からない事ばかりです。市役所の方は理解が

できると思いますが、一般の市民ではなかなか分からない方も

多いと思います。お年寄りから若い人までもっと理解のできる

説明や、興味を持たせるような説明、パンフレットなどで分か

りやすく伝えて欲しいです。難しい問題です。 

58  女性 40代 会社員 新しい市民会館、市役所は全く無駄。 

59  女性 40代 会社員 

公共施設の統合はもちろんだと思いますが、まだまだ荒川や吉

田に住んでいる人間が秩父市と合併したという自覚に目覚め

ていないと思います。 

60  女性 40代 会社員 

交通網が維持されなければ、公共施設利用も減少するだけ。ど

ちらが欠けても市民生活の質は低下すると思われます。施設の

再編とともに、交通網の整備もお願いします。 

61  女性 40代 会社員 

・ 新庁舎になると、散らばっている公共施設が統合されるの

かどうかが気になります（お年寄りの方々が気軽に利用で

きる空間が必要だと思います） 

・ 新施設を建てるとしても、センスよい、秩父らしいものを

お願いします（道の駅のような恥ずかしい建物は不要です） 

・ 情報の伝え方を再考してほしい（ＦＭなどこのアンケート

が来るまで全く知りませんでした） 

62  女性 40代 会社員 

そもそもファシリティマネジメントがどんな意味を持つのか

考えがたい。また老人は意味が全く分からないのでは？SNS で

もっとアピールしてもらいたい（10～40 代）。その他の高齢者

はやはりペーパーでないと理解出来ないのかと思います。 

63  女性 40代 教員・公務員 

調査対象は子供にも実施した方が良い。主なもの３つまでは決

めにくいので複数回答可とした方が良い。市内主要駅などに市

内サービスの申請手続き、図書館などの出張所を設置されると

利便性が良くなると思います。調査のフィードバックを望みま

す。 

64  女性 40代 パート・アルバイト 

以前も別のアンケートが回ってきた。回答したが、フィードバ

ックがない。アンケートの結果がどうなのか。結果をどんな資

料として役立てているのか。もし集計がとれたなら、アンケー

ト用紙を送った人宛に資料を再度郵送したらどうなのか。アン

ケートを取った既成事実だけなら、こんなアンケートは何の意

味もない。回答する人の手間を考えて対応して欲しい。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

65  女性 40代 パート・アルバイト 

もっと市民の気持ちを分かってほしい。生活が苦しく、安定出

来ない生活を送っている人もいるということを！！ 

取組や調査等に興味を持つ時間すらないことを！！ 

貧乏生活を送る人に、もっと安定出来る生活を考えてもらい、

安心できる日々を送るようにならないと関心が持てない！！ 

66  女性 40代 専業主婦（夫） 

滝沢サイクルパーク、市民外がものすごく利用料金が上がりま

した。プロも含め、市外から本気で練習している方々が、ほと

んどの利用者です。県外の方が多く、泊まりの方も多いです。

宿泊していただければ市にお金が入ります。ごはんも食べます

…色々と収入につながるのに、来なくなっちゃう。オリンピッ

ク選手になった時「秩父の滝沢で練習していました！」と言っ

て欲しい！なんで市外の人にあんなに高くしたのか？ 

市民に使って欲しくて安いなら、とても素敵なコースだから、

市民にもっとアピールして欲しい。有効活用してよ！インスト

ラクターだってすごい人なのに…。ファシリティマネジメント

という言葉を、このアンケートで初めて知りました。もっと分

かりやすい言葉で書くか、説明文が欲しかったです。ファシリ

ティマネジメント、面白いことを考えている人たくさんいると

思います。ぜひ！行政の方々、面倒がらず聞く耳を持ってくだ

さい。よろしくお願いします。 

67  女性 40代 無職 
このアンケートで知らなかったことを知ることができました。

正直手間ですが良かったです。 

68  女性 50代 自営業・事業主 

財政が厳しい為に必要とされていない公共施設を整理するこ

とは良いと思うが、財政が厳しいと言いながら必要以上に大き

い市役所を作っている意味が分からない。今市役所の代わりに

使っている伝承館でも十分だと思いますが…荒川などに持っ

て行った部署を一つにまとめるなら足りない部分を増設しこ

れから人口が減っていきもっと厳しくなっていく未来の子供

たちのために借金は少なくしてほしい。 

69  女性 50代 会社員 

高齢化・少子化に伴い市の財政を考えると、公共施設を再編・

統合することは急務であると考える。施設の管理もかなりの人

人件費を要するので、地域のボランティアを活用するなど、経

費を削減した方が良い。 

70  女性 50代 パート・アルバイト 
若いママ達が安心して子供を遊ばせることができる施設が少

ないと言っている 

71  女性 50代 パート・アルバイト 

どこにどのような公共施設があるのかよく分からないので詳

しく知りたいです。まずは関心を持つことから始めたいと思い

ます。 

72  女性 50代 パート・アルバイト 秩父市全体が活気づくような公共施設の利用をお願いします。 

73  女性 50代 専業主婦（夫） 

公共施設は、売却などが良いと思います。秩父市の人口減が気

になりますし、今の社会がそうさせているのかも知れません。

秩父にもっと仕事があれば若い人も住み続けると思います。水

も空気もおいしいのですから、頑張れ秩父です。 

74  女性 50代 専業主婦（夫） 

公共施設の使用料が一律になりましたが、65才以上は半額にな

るとか、検討して頂ければ。運動など多くできれば、健康など

維持していけるのではないかと思います。 

75  女性 50代 専業主婦（夫） 
市民の声をしっかり聞いて利便性のよいものをつくってくだ

さい。 

76  女性 50代 専業主婦（夫） 

子供、若者たちがもっと利用できる広場（サッカー場など）を

作ったほうが良いのでは？ 

のびのび体を動かす運動場が少なすぎます。、もっと次世代の

人たちのことも考えてあげた方が良いのかと思うのですが… 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

65  女性 40代 パート・アルバイト 

もっと市民の気持ちを分かってほしい。生活が苦しく、安定出

来ない生活を送っている人もいるということを！！ 

取組や調査等に興味を持つ時間すらないことを！！ 

貧乏生活を送る人に、もっと安定出来る生活を考えてもらい、

安心できる日々を送るようにならないと関心が持てない！！ 

66  女性 40代 専業主婦（夫） 

滝沢サイクルパーク、市民外がものすごく利用料金が上がりま

した。プロも含め、市外から本気で練習している方々が、ほと

んどの利用者です。県外の方が多く、泊まりの方も多いです。

宿泊していただければ市にお金が入ります。ごはんも食べます

…色々と収入につながるのに、来なくなっちゃう。オリンピッ

ク選手になった時「秩父の滝沢で練習していました！」と言っ

て欲しい！なんで市外の人にあんなに高くしたのか？ 

市民に使って欲しくて安いなら、とても素敵なコースだから、

市民にもっとアピールして欲しい。有効活用してよ！インスト

ラクターだってすごい人なのに…。ファシリティマネジメント

という言葉を、このアンケートで初めて知りました。もっと分

かりやすい言葉で書くか、説明文が欲しかったです。ファシリ

ティマネジメント、面白いことを考えている人たくさんいると

思います。ぜひ！行政の方々、面倒がらず聞く耳を持ってくだ

さい。よろしくお願いします。 

67  女性 40代 無職 
このアンケートで知らなかったことを知ることができました。

正直手間ですが良かったです。 

68  女性 50代 自営業・事業主 

財政が厳しい為に必要とされていない公共施設を整理するこ

とは良いと思うが、財政が厳しいと言いながら必要以上に大き

い市役所を作っている意味が分からない。今市役所の代わりに

使っている伝承館でも十分だと思いますが…荒川などに持っ

て行った部署を一つにまとめるなら足りない部分を増設しこ

れから人口が減っていきもっと厳しくなっていく未来の子供

たちのために借金は少なくしてほしい。 

69  女性 50代 会社員 

高齢化・少子化に伴い市の財政を考えると、公共施設を再編・

統合することは急務であると考える。施設の管理もかなりの人

人件費を要するので、地域のボランティアを活用するなど、経

費を削減した方が良い。 

70  女性 50代 パート・アルバイト 
若いママ達が安心して子供を遊ばせることができる施設が少

ないと言っている 

71  女性 50代 パート・アルバイト 

どこにどのような公共施設があるのかよく分からないので詳

しく知りたいです。まずは関心を持つことから始めたいと思い

ます。 

72  女性 50代 パート・アルバイト 秩父市全体が活気づくような公共施設の利用をお願いします。 

73  女性 50代 専業主婦（夫） 

公共施設は、売却などが良いと思います。秩父市の人口減が気

になりますし、今の社会がそうさせているのかも知れません。

秩父にもっと仕事があれば若い人も住み続けると思います。水

も空気もおいしいのですから、頑張れ秩父です。 

74  女性 50代 専業主婦（夫） 

公共施設の使用料が一律になりましたが、65才以上は半額にな

るとか、検討して頂ければ。運動など多くできれば、健康など

維持していけるのではないかと思います。 

75  女性 50代 専業主婦（夫） 
市民の声をしっかり聞いて利便性のよいものをつくってくだ

さい。 

76  女性 50代 専業主婦（夫） 

子供、若者たちがもっと利用できる広場（サッカー場など）を

作ったほうが良いのでは？ 

のびのび体を動かす運動場が少なすぎます。、もっと次世代の

人たちのことも考えてあげた方が良いのかと思うのですが… 

170 

 

176



No. 性別 年齢 職業 自由意見 

77  女性 60代 自営業・事業主 

絵画、フラメンコ教室で色々つかわせていただいてます。あり

がとうございます。また、神川の「リフレッシュの森」にもフ

ラメンコを教えに行って、小学校の跡地を有効利用しているな

あ！と思い、秩父市にもよいアイデアがないかと考えていまし

た。 

78  女性 60代 パート・アルバイト 利便性よりも人件費削減への取組を！！ 

79  女性 60代 パート・アルバイト 

ファシリティマネジメントという言葉は皆が理解している言

葉ですか？「秩父市の公共施設を有効活用する為の方針及び基

本計画」なら解ります。民間企業では、生き残るために工場再

配置やスペース縮小などに厳しく取り組んでいます。秩父市も

老人ばかりが増え、倒産危機にある会社のような状態だと考え

ます。民間の知恵を借りてはどうですか？少し不便になっても

「なくす」「減らす」を断行しないと財政的に行き詰ってしま

うと考えます。 

80  女性 60代 専業主婦（夫） 

古いのでバリアフリーと言う言葉は全く見当たりません。特定

検診等ではお年寄りが沢山来館しますが、「控室」が 2 階であ

ったりして大変です。これからも若い人の利用は伸びないの

で、公民館の修理、建て替えとかはムリでしょうね・・・。 

81  女性 60代 専業主婦（夫） 

自分自身で興味のあることは、ちょっと遠くても出かけていく

し、料金もそれなりの金額であれば利用するのでは、皆で使用

するところなのだから。 

82  女性 60代 専業主婦（夫） 

財政が厳しいと言われている中、又人口も減少していく中で、

今後新しく建設計画のある公共施設は無駄だと思います。それ

よりも現在数多くある公共施設を統廃合するなど真剣に検討

していただき、施設の維持管理費や人件費等の経費を少しでも

減らすことが必要と思います。尚、この様なアンケートは、次

世代を担う若い人達の意見を多く聞いていただく事が将来の

秩父市のためになると思います。 

83  女性 60代 専業主婦（夫） 

公共施設へ行くのに、交通手段は車しかないので年と共に利用

が困難になってくるのでぐるりんバス等があると良いと思い

ます。 

84  女性 60代 専業主婦（夫） 
公共施設を利用していないのでアンケートに答えるのに困っ

てしまいました。 

85  女性 60代 専業主婦（夫） 

5 年以上親の介護をしているため、公共施設の利用等…現在は

縁の無い生活をしている中に、市の情報等は自分が求めていか

ないとまったく分からないと思う。しかたがないとは思うので

すが、何か気軽に寄れて情報が分かるような所があれば良い

な！…と思います。 

86  女性 60代 無職 

以前（昨年あたり）にもアンケート調査が届きました。封筒を

開けてとりかかりましたが質問の多さと理解しにくい文章…

途中でやめてしまいました。どの位の年齢層の人にアンケート

依頼しているのか分かりませんが、もっと簡単明瞭な文章、と

りかかりやすい物にしなくては回答率は低いと思いました。案

の定、「まだ出してない方は…」と催促らしい手紙が届きまし

た。確かにむずかしい内容問題もあるとは思いますが… 横文

字、カタカナ語、あまり一般的でない言葉などは（）で日本語

の説明とか 

例）パブリックコメント、ファシリティマネジメント 

87  女性 60代 無職 

ご多分にもれず高齢化の波が押し寄せてきています。知恵袋を

持った方々が大勢いると思うので、地域の特色を活かした方法

があると思う 

88  女性 60代 無職 

質問が難しすぎる 

人口が減り、高齢化になるのに公共施設等の修繕はいかがなも

のかアンケートの結果報告はあるか 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

77  女性 60代 自営業・事業主 

絵画、フラメンコ教室で色々つかわせていただいてます。あり

がとうございます。また、神川の「リフレッシュの森」にもフ

ラメンコを教えに行って、小学校の跡地を有効利用しているな

あ！と思い、秩父市にもよいアイデアがないかと考えていまし

た。 

78  女性 60代 パート・アルバイト 利便性よりも人件費削減への取組を！！ 

79  女性 60代 パート・アルバイト 

ファシリティマネジメントという言葉は皆が理解している言

葉ですか？「秩父市の公共施設を有効活用する為の方針及び基

本計画」なら解ります。民間企業では、生き残るために工場再

配置やスペース縮小などに厳しく取り組んでいます。秩父市も

老人ばかりが増え、倒産危機にある会社のような状態だと考え

ます。民間の知恵を借りてはどうですか？少し不便になっても

「なくす」「減らす」を断行しないと財政的に行き詰ってしま

うと考えます。 

80  女性 60代 専業主婦（夫） 

古いのでバリアフリーと言う言葉は全く見当たりません。特定

検診等ではお年寄りが沢山来館しますが、「控室」が 2 階であ

ったりして大変です。これからも若い人の利用は伸びないの

で、公民館の修理、建て替えとかはムリでしょうね・・・。 

81  女性 60代 専業主婦（夫） 

自分自身で興味のあることは、ちょっと遠くても出かけていく

し、料金もそれなりの金額であれば利用するのでは、皆で使用

するところなのだから。 

82  女性 60代 専業主婦（夫） 

財政が厳しいと言われている中、又人口も減少していく中で、

今後新しく建設計画のある公共施設は無駄だと思います。それ

よりも現在数多くある公共施設を統廃合するなど真剣に検討

していただき、施設の維持管理費や人件費等の経費を少しでも

減らすことが必要と思います。尚、この様なアンケートは、次

世代を担う若い人達の意見を多く聞いていただく事が将来の

秩父市のためになると思います。 

83  女性 60代 専業主婦（夫） 

公共施設へ行くのに、交通手段は車しかないので年と共に利用

が困難になってくるのでぐるりんバス等があると良いと思い

ます。 

84  女性 60代 専業主婦（夫） 
公共施設を利用していないのでアンケートに答えるのに困っ

てしまいました。 

85  女性 60代 専業主婦（夫） 

5 年以上親の介護をしているため、公共施設の利用等…現在は

縁の無い生活をしている中に、市の情報等は自分が求めていか

ないとまったく分からないと思う。しかたがないとは思うので

すが、何か気軽に寄れて情報が分かるような所があれば良い

な！…と思います。 

86  女性 60代 無職 

以前（昨年あたり）にもアンケート調査が届きました。封筒を

開けてとりかかりましたが質問の多さと理解しにくい文章…

途中でやめてしまいました。どの位の年齢層の人にアンケート

依頼しているのか分かりませんが、もっと簡単明瞭な文章、と

りかかりやすい物にしなくては回答率は低いと思いました。案

の定、「まだ出してない方は…」と催促らしい手紙が届きまし

た。確かにむずかしい内容問題もあるとは思いますが… 横文

字、カタカナ語、あまり一般的でない言葉などは（）で日本語

の説明とか 

例）パブリックコメント、ファシリティマネジメント 

87  女性 60代 無職 

ご多分にもれず高齢化の波が押し寄せてきています。知恵袋を

持った方々が大勢いると思うので、地域の特色を活かした方法

があると思う 

88  女性 60代 無職 

質問が難しすぎる 

人口が減り、高齢化になるのに公共施設等の修繕はいかがなも

のかアンケートの結果報告はあるか 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

89  不明 不明 不明 

公共施設の改革・適正な公共施設について、まずもって新市庁

舎の建設についてだと思います。人口減・市の財源不足等から

考え、本当にこのまま進んで行って良いのでしょうか。秩父市

の将来は本当に大丈夫なのでしょうか？建設現場での、とてつ

もない朱色のクレーン車（まるで高級な伊勢海老が毎日食卓に

のぼっているようで、喜びよりも不安感・違和感を覚えます） 

都内の建設現場でもあまり目にしない巨大なクレーン車、新都

心のように超高層ビルが建つわけでもないのに… 

1 日 1 台 30 万で、2 台で 60 万のリース料とか!!毎日必死に働

いてもこのような市民税の使い道、あまりにも情けないです。

箱ものに財源を使いすぎて行くことに麻痺し、住みよい町・魅

力ある町とは逆行している秩父市 行く末は北海道・夕張では

…秩父の将来が大変心配です。この市庁舎にかける財源の為

に、色々な公共施設でのサービスが今よりも低下したり、利用

料金が値上げされることのほうが大きな問題かと思います。 

新国立競技場ではないですが、今一度市庁舎の建設費が少しで

も縮小出来るよう皆様方のご尽力を切望致します。 

 

吉田地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 50代 会社員 

ファシリティマネジメント→公共施設の適正管理と日本語で

伝えなければ、そもそも意味が解らない。何を取り組んでいる

か、解り易く表現することが大切。何でも英語で言えば良い訳

ではない。（一般的に使われている英語は別） 

2  男性 50代 無職 

公共施設の改革やＦＭの取組は、秩父市における最重要課題で

あると思います。こうした中で、秩父地域水道広域化が先駆を

切って実現しようとしています。市長をはじめ執行部は、一部

の無理解者の反対に屈せずに必ずや成し遂げていただきたい。 

3  男性 60代 自営業・事業主 

今こそ秩父都市の考え方が共有できる物であるべきだと思い

ます。限界集落が多いような地域において、すでに遅いくらい

だと思います。考えの共有が出来ない限り、秩父は衰退するで

しょう。若者、女性の意見を大事にすべきでしょう。低所得の

人たちの意見を聞くべきでしょう。 

4  男性 60代 無職 

人口減少、財源の確保などを考えると、公共施設を減らし、内

容は充実した施設にしてほしい。大勢集まることになるので駐

車場スペースなどは十分確保して車での利用を便利になるよ

うにしていただきたい。 

5  女性 40代 会社員 

本調査について、ファシリティマネジメントやパブリックコメ

ント制度などという横文字ばかりで良く分からず、ネット検索

をして回答しました。もう少し分かりやすい言葉で理解しやす

くしていただかないと回答しようという気がなくなります。 

6  女性 50代 会社員 

利用者減少の施設の廃止、集約化をしたとして、施設までの距

離、時間が増えれば利用したくても利用でいなくなってしまう

ことが心配です。 

7  女性 50代 専業主婦（夫） 

過疎化、限界集落、古里が消滅の危機。誰もが住みなれた土地

は、愛着があるのは当然である。しかし、現実をみて欲しい。

その地を守る為にどれだけの労力と費用がかかるのだろう。一

般市民のたわ言ですが、お金の使い道を良く考えて、限りある

資源を有効に使いたいと思います。時間もお金ももったいない

です。 

8  女性 50代 専業主婦（夫） 
今ある市役所の支所の閉鎖だけはやめてほしい。現在の市役所

へ行くのがとても不便だから。 
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No. 性別 年齢 職業 自由意見 

89  不明 不明 不明 

公共施設の改革・適正な公共施設について、まずもって新市庁

舎の建設についてだと思います。人口減・市の財源不足等から

考え、本当にこのまま進んで行って良いのでしょうか。秩父市

の将来は本当に大丈夫なのでしょうか？建設現場での、とてつ

もない朱色のクレーン車（まるで高級な伊勢海老が毎日食卓に

のぼっているようで、喜びよりも不安感・違和感を覚えます） 

都内の建設現場でもあまり目にしない巨大なクレーン車、新都

心のように超高層ビルが建つわけでもないのに… 

1 日 1 台 30 万で、2 台で 60 万のリース料とか!!毎日必死に働

いてもこのような市民税の使い道、あまりにも情けないです。

箱ものに財源を使いすぎて行くことに麻痺し、住みよい町・魅

力ある町とは逆行している秩父市 行く末は北海道・夕張では

…秩父の将来が大変心配です。この市庁舎にかける財源の為

に、色々な公共施設でのサービスが今よりも低下したり、利用

料金が値上げされることのほうが大きな問題かと思います。 

新国立競技場ではないですが、今一度市庁舎の建設費が少しで

も縮小出来るよう皆様方のご尽力を切望致します。 

 

吉田地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 50代 会社員 

ファシリティマネジメント→公共施設の適正管理と日本語で

伝えなければ、そもそも意味が解らない。何を取り組んでいる

か、解り易く表現することが大切。何でも英語で言えば良い訳

ではない。（一般的に使われている英語は別） 

2  男性 50代 無職 

公共施設の改革やＦＭの取組は、秩父市における最重要課題で

あると思います。こうした中で、秩父地域水道広域化が先駆を

切って実現しようとしています。市長をはじめ執行部は、一部

の無理解者の反対に屈せずに必ずや成し遂げていただきたい。 

3  男性 60代 自営業・事業主 

今こそ秩父都市の考え方が共有できる物であるべきだと思い

ます。限界集落が多いような地域において、すでに遅いくらい

だと思います。考えの共有が出来ない限り、秩父は衰退するで

しょう。若者、女性の意見を大事にすべきでしょう。低所得の

人たちの意見を聞くべきでしょう。 

4  男性 60代 無職 

人口減少、財源の確保などを考えると、公共施設を減らし、内

容は充実した施設にしてほしい。大勢集まることになるので駐

車場スペースなどは十分確保して車での利用を便利になるよ

うにしていただきたい。 

5  女性 40代 会社員 

本調査について、ファシリティマネジメントやパブリックコメ

ント制度などという横文字ばかりで良く分からず、ネット検索

をして回答しました。もう少し分かりやすい言葉で理解しやす

くしていただかないと回答しようという気がなくなります。 

6  女性 50代 会社員 

利用者減少の施設の廃止、集約化をしたとして、施設までの距

離、時間が増えれば利用したくても利用でいなくなってしまう

ことが心配です。 

7  女性 50代 専業主婦（夫） 

過疎化、限界集落、古里が消滅の危機。誰もが住みなれた土地

は、愛着があるのは当然である。しかし、現実をみて欲しい。

その地を守る為にどれだけの労力と費用がかかるのだろう。一

般市民のたわ言ですが、お金の使い道を良く考えて、限りある

資源を有効に使いたいと思います。時間もお金ももったいない

です。 

8  女性 50代 専業主婦（夫） 
今ある市役所の支所の閉鎖だけはやめてほしい。現在の市役所

へ行くのがとても不便だから。 
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大滝地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 60代 会社・団体の役員 
本調査は市の将来を考えて重要であると思います。市民の理解

を得ながら進めていくべきと考えます。 

 

荒川地区 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 30代 会社員 
施設の削減をするだけでなく、大型公共複合施設を建設して人

を集める努力が必要だと思う。 

2  男性 40代 会社員 ファシリティマネジメントの意味が良く解りません。 

3  男性 50代 会社員 
ファシリマネジメントの意味が分からない。日本語で言ってい

ただきたい。 

4  男性 50代 無職 
市長を中心にもっともっとムダ（利用度の低い施設）を顕在化

して、市民に必要か検討して税金の無駄遣いを考えてほしい。 

5  男性 60代 パート・アルバイト 

ファシリティマネジメントとは何か。若者に意見を聞く機会を

作ってあげて下さい。もっと心底、市民の、横文字ではなくて

声を聞いて下さい。 

6  男性 60代 その他 

秩父市が財政厳しい中、利用者が少ない施設の廃止、売却など

を進めることは必要と思います。健全な財政運営を目指すた

め、重要な施策と考えます。 

7  女性 40代 パート・アルバイト 
「ファシリティマネジメント」や「パブリックコメント制度」

などの表記は、年齢層によっては理解しにくいと思います。 

8  女性 40代 パート・アルバイト 

私は市の職員の方々は決まりの中で精一杯の事をやって下さ

っていると思っています。みなさんが良いと考えた事が市民に

とって一番良い結果だと思います。多くの意見が出て、しかも

クレームの方が大声で聞こえてしまうと思うのですが、職員の

みなさんを信頼してお任せしている者も大勢います。 

2ページの説明、とても分かりやすいです。 

 

不明 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 20代 学生 

現在、学生です。両親のこともあるので秩父に帰りたい気持ち

はありますが、地域の発展を祈ります。若者にも住みやすい街

づくりをしてください。 

2  不明 10代 自営業・事業主 
外部からの目を活かし、プランアドバイザーの意見を取り入

れ、市民と対峙し、改革を淘汰させる必要がある。 
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クレームの方が大声で聞こえてしまうと思うのですが、職員の

みなさんを信頼してお任せしている者も大勢います。 

2ページの説明、とても分かりやすいです。 

 

不明 

No. 性別 年齢 職業 自由意見 

1  男性 20代 学生 

現在、学生です。両親のこともあるので秩父に帰りたい気持ち

はありますが、地域の発展を祈ります。若者にも住みやすい街

づくりをしてください。 

2  不明 10代 自営業・事業主 
外部からの目を活かし、プランアドバイザーの意見を取り入

れ、市民と対峙し、改革を淘汰させる必要がある。 

 
 

 

173 

 

179




